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実りの秋，読書の秋，芸術の秋と秋は様々な楽しみがあり

ますが，暑さも弱まりいよいよスポーツの秋本番です。

勝浦町でも，� 10月10日の 「あるけあるけ大会」や11月3日

の 「町民体育大会」が予定されていますので，体力づくりに

ぜひ参加してください。� 
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(世帯数)� 2，064戸 (人口)男3，555人女3，833人計7，388人� (平成7年� 8月末日現在)� 

(出生)男� 4 女� 1計� 5 死亡)男4 女3 計7 転入)男6 女5 計 転出)男13女13計26

広報かつうら� 10月号第304号平成7年10月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし� (08854)2-2511 (代)FAX 2-3028 
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…スポーツの秋です。清流勝浦川を眼下に

あなたも快い汗を流してみませんか…

〈日時 〉

平成 7年10月10日(体育の日) 午前 9時30分集合

〈集合場所 〉 横瀬橋(棚野側・ゲートボール場)

(参加資格 〉

町内外を問わず，健康で下記コースを歩ける人

〈参加料 〉 無料  

|コース概要 E全長 5.0km

当日の受付もできますが，混雑をさけるため， 10人

以上の団体の方は，できるだけ事前に申し込みくださ

申込先…勝浦町久国勝

oe--、 ---- ・住所 ・氏名 ・年齢(学年)・電話番号を明記のフえ，aJ・γ
 … 電話で申ーさい  
τ主三~ぞで 鴨浦発電所

司奈川Lf ー づ く注意事項 〉 

O.7km 1ゲ
¥J にコi

回

-お弁当・1;，'茶 ・雨具等は

各自でご持参ください 0

.ハイキングに適した服装

でお越しください。

・小さいお子さんは保護者

が同伴してください。

前川キ ャンプ場 秋葉山 ・雨天の場合は中止します。

色、叫会師団幹骨骨拍嶋崎。 _/.>IO.ð.働~時制悼⑤骨骨00>

〈日 時) 10月15日正午

希望される方は，次のとおり申し込みください 0(場 所 〉 阿南工業高等専門学校
・連絡(申込み)先 ちゃらんぽらんかい

第 1体育館 森内 賢 (TEL 2 -3365) 

テレビ放送でおなじみになった「アイデア対決・ロ ・見学費用 無 料

ボットコンテスト」が10月15，日 阿南工業高等専門学 ・募集人員 20人(先着順)

校第  1体育館において開催されます。 なお，当日直接会場へ行っても無料で見学できます。
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10月10日　体育の日　あるけあるけ大会参加者募集
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DREAM　TOWER　95　ロボコンを見学に行きませんか
ロボットコンテスト　高専部門地区大会
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...大健闘の勝浦中学Bチーム

徳島県警につづき，総合 2位でゴール/
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10月1"'7日は「公証週間」 
重要な文書の作成は公証役場で

不動産の売買や金銭の貸し借りなどの重要な取引

をしたり，遺言を残したりするときには，多くの場

合，契約書や遺言書をつくり，文書として残します。

ところが，その文書が法律的にみて内容が不明確だ

ったり，後日「偽物だ」などと疑いをかけられたり

したら，せっかくつく った文書の意味がな くなって

しまいます。

そこで，こうした重要な契約書や遺言書をつくる

場合には，後々のトラブルを防 ぐためにも「公証制

度」の利用をお勧めします。 

10月 1""'7日は「公証週間」です。この期間中に

a 表彰式では各部門の  1位のチームにト ロフ
ィーと各表彰者にたてが授与されました

〈成年の部〉 優 勝 中角

準優勝 棚野

ご
協
力
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い
た
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い
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各
種
団
体
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関
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い
た
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い
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お
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申
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勝
浦
中
学
校 

チ
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l
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西
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博

(高
中
)

九
月
十
日
開
催
さ
れ
た
第
三
七
回

勝
浦
郡
駅
伝
大
会
に
は
、
オ
ー
プ
ン

参
加
の
徳
島
県
警
チ 
l
ム
を
は
じ
め
、

他
に
陸
協
後
援
会
長
か
ら
全
チ
ー

ム
に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

優勝 男子中角チーム

女子星谷チーム

埴
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
勝
浦
中
学
校
グ
ラ

ウ
レ
ド
で
、
成
年
男
子
十
二
、

一
般
女
子
二
の
合
計
十
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お
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三
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郡
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加
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、
八
区
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(
二
十
六
・

二
回
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を
力
走
し
ま
し
た
。

九
時
三
十
分
、
上
勝
町
役
場
前
を

チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
試
合
、
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ

成
年
男
子
決
勝
は
、
棚
野
対
中
角
の

対
戦
と
な
り
、
接
戦
の
末
中
角
が
優

勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、

一
般
女
子
は
、
攻
守
に
勝

る
星
谷
が
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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っ
た
徳
島
県
警
が
、
二
位
の
勝
浦
中

再
出
発
後
、
ト

ッ
プ
に
た

っ
た
勝

浦
郡
陸
協
が
、
そ
の
ま
ま
勝
浦
町
役

ル
に
入
っ
た
も
の
の
前
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の
差
を
縮
め
き
れ
ず
総
合
三
位
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大
健
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を
見
せ
た
勝
浦
中
学
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合
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に
入
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、
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始
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し
た

走
り
を
み
せ
た
徳
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県
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が
総
合
一

佐
と
な
り
ま
し
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。

優勝 星 谷
は，公証役場で無料公証相談所が開設され，公正証

書に関しての法律相談を行っています。重要な取引

に関する契約書や遺言書などでお悩みの方は，法律

のプ口である公証人にお気軽にご相談くださ l¥。ハ横星
・お問い合わせ先・

i頼 シミ 
Cコ 徳島公証役場 宮 (0886) 52-2311 

または最寄りの法務局・地方法務局
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第37回勝浦郡駅伝大会
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テキストボックス
地区対抗ソフトボール大会
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A 多勢のお年寄りが元気に出席されました。

-R県
知
事
祝

い
状

O
O歳
以
上
長
寿
者

80歳到達夫婦祝い状贈呈者

I也区

石原

氏 名

宮本常雄

トシ

生年月日

明治42年 8月30日 

大正  3年 9月12日 

年齢

86歳

80歳

80歳

80歳
中角

谷田正秋

スミヱ

大正  3年11月28日 
大正  4年 6月26日 

棚野
坂田年春

マサヱ

明治42年 1月26日 

大正  4年 2月14日 
86歳

80歳

棚野
寒山二郎

カツヱ

大正  2年 2月11日 
大正 4年 5月21日 

82歳

80歳

中 山
鏡持

スギノ

明治43年 5月25日 
大正 3年12月15日 

85歳

80歳

横瀬
稲川定雄

ミヤヱ

明治45年 3月 2日 
大正 3年11月28日 

83歳

80歳

与川内
内谷安雄

イノヱ

明治45年 l月 5日 
大正 4年 2月 7日 

83歳

80歳

与川内
神子松一郎

シカヱ

明治43年10月24日 

大正  4年 5月 2日 
84歳

80歳

坂本
畠田二倍

久江

大正 3年 9月 6日 
大正  4年 8月15日 

80歳

80歳

4

司
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れ
た
ご
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祝
福
す
る
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口
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午
後
は
花
柳
会
に
よ
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浪
曲

な
ど
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し
み
ま
し
た
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体
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岡
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善
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黒
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ラ
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本
ミ
チ
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与
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内
老
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ラ
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*
八
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到
達
夫
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別
表
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(
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棚

野
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浪
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ほ

か
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八

名

女
喜
寿
(
七
十
七
歳
)
到
達
者

中
角
前
田
日
吉
ほ
か
五
十

一
名

米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

に
は
、
知
事

・
町
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
(
以
上
敬
称
略
)

心
温
ま
る
敬
老
作
文
の
朗
読

敬
老
の
日
に
寄
せ
て
、
小
学
校
、

中
学
校
を
代
表
し
て
お
こ
ん
の
心
温

ま
る
作
文
の
朗
読
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

(敬
称
略
)

坂
本
小
学
校
六
年
仙
才
真
規

「
敬
老
の
日
を
迎
え
る
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
へ
」

勝
浦
中
学
校
三
年
稲
岡
泰
子

O
O

町
で
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
き
た
永
年
の
ご
苦
労
に
感

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謝
し
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

歳
以
上
長
寿

勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
第

二
十
六
回
目
の
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
者
は
一
千
二
百
十
人


で
、
約
七
百
人
の
方
が
元
気
に
出
席


さ
れ
ま
し
た
。


当
日
は
早
朝
か
ら
女
性
会
の
方
々

が
畳
食
弁
当
作
り
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
式
典
前
の
プ

ロ
ロ
ー
グ
で
は
沼 

江
保
育
所
児
童
に
よ
る
か
わ
い
い
元

気
な
歌
や
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ

式
典
で
は
、
一

者
の
県
知
事
祝
い
状
の
授
与
、
功
労

者
の
方
々
の
表
彰
、
祝
い
状
の
授
与
、

小
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
作
文
朗

読
な
ど
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、

花
柳
会
に
よ
る
踊
・
浪
曲
、
芝
居
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
彰
、
祝
い
状
等
を
受
け
ら
れ
た

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら

っ
た

や
さ
し
さ
」 

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(平成 7年 9月 1日現在)

いついつまでもお二人そろって末永くお幸せに・ 
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テキストボックス
第26回　敬老町民のつどい
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スタンプ



重度医療等の該当対象者
の範囲拡大

V

弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
没

者
等
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成
七
年
四

月

一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
の
支
給
を
有
す
る
遺
族
が

い
な
い
方
に
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額

面
四
十
万
円
の
十
年
償
還
の
国
債
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
方
が
支
給
対
象
と

な
り
ま
す
。 

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

が
平
成
七
年
四
月

一
日
に
い
な
い

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

ー
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す 
-

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ま
ヘ


と
き
は
、
最
も
順
位
が
先
の
方

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日

ま
で
引
き
上
げ 

(現
行
は
義
務
教
育
終
了
前
)

重
度
医
療
で
拡
大
内
容
に
該
当
す
る
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
老
人
医
療
受
給
者
証

(受
給
さ
れ
て
い
る
方
)
印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
本
人
及
び
家
族
の
方
の
所
得
が

一
定
額
以

上
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

印
以
下 

(療
養
手
帳

重
度
障
害
ま
で
拡
大 

(現
行
は
療
育
手
帳

母
子
医
療 

(入
院
に
限
る

)

児
童
対
象
年
齢
を

l

員
ま
で
拡
大
(
現
行
は
身
障
一
級
全
員
と
二
級
で
常

時
介
護
を
要
す
る
方
)
②
身
障
三

・
四
級
か
っ 

B
1
ま
た
は
同
程
度
の
方
)
の

A

I

Q

成
制
度
に
該
当
す
る
対
象
者
の
範
囲
が
、
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

V
重
度
医
療

1
①
身
体
障
害
者
手
帳
二
級
所
持
者
全

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課

へ。

十
月
一
日
か
ら
、
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助

な
お
、
請
求
の
手
続
お
よ
び
詳
細

に
つ
い
て
、
住
民
福
祉
課

(二 
1

二

五

一
一
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
、さ
い
。

女
手
続
に
つ
い
て

川
受
付
時
間
午
前
九
時
1
午
後
四
時

特別弔慰金請求受付日程

受付地区� 

11月1日(水) 石原 地 区 �  

請求受付日

11月2日(木) 沼江 地 区 �  
山田・ 西岡 ・

の
方 
) 

11月7日伏) 掛谷 地 区 �  
r-¥ 

R

. -

11

11 11 f¥月12日は 『年金週間』です。

e支?

-・・. .

.・.・-・・•.終..3・

・� 

固

中角地区11月8日休)

今山 地 区11月9日(木)

11月14日伏) 星谷地区�  

11月15日(水) 生名 地 区 �  

「子ども人権110番」設置

法務局では，子どもの人権問題に対する人権擁護

活動の一環として，次のとおり子ども人権110番を

設置いたします。

設 置 場所 徳島地方法務局人権擁護課内

開始日 平成� 7年10月2日(月)

電 話番号�  (0886)22-8110 

応対時間等 平日(月~金)の� 8 : 30~17:00は，子ど

もの人権専門委員や法務局職員が直接応対します。

上記執務時間外は，留守番電話に切り替わりま

す。

∞
受
付
場
所
役
場
住
民
福
祉
課

叩
手
続
に
必
要
な
も
の

印
鑑
(シ
ヤ
チ
ハ
タ
イ
ン
ク
は
不
可 
)

戦
没
者
の
除
籍
謄
本

・
受
給
権
の
あ
る
者
の
戸
籍
抄
本

-
前
回
に
受
給
さ
れ
た
方
は
、
前
回

の
国
債
ま
た
は
国
債
交
付
通
知
書

.
請
品
水
書
の
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

黒 岩・11月16日(木) 久園 地 区 �  

棚野地区11月21日伏)

11月22日(水) 中山地区�  

横瀬地区11月28日伏)

月29日(水) 横瀬地区�  

与川内地区11月30日(木)

坂 本地区12月6日(水)

12月7日(木) 坂本地区�  

月6日から

自営業の方などを対象とした国民年金制度は，加入

を開始して35年になります。今までに何人の方が国民

年金に加入して，年金を受け取られたことでし ょう。

経済は高度成長時代を経て生活も固ま ぐるしく変化し

ました。老後を安心して過ごしていただくために，公

的年金では物価の上昇に合わせて年金額を改定する物

価スライド制が取り入れ られています。

また，社会情勢に伴って幾度となく法律の改正が行

われてきました。一人ひとり年金を受けるための条件は

異なります。「年金は難しいJ r近所の人が年金を受け

ているから私も大丈夫」と思っている方も多いでし ょ

うが，ぜひこの機会にあなたご自身の 『年金』につい

て相談を受けてみてはいかがでし ょう か。

※年金については， 次のところで相談を受けています。

徳島県保健福祉部国民年金課(国民年金制度一般)

徳島県保健福祉部保険課(厚生年金保険制度一般)

徳島南社会保険事務所(個人の資格期間確認)

役場国民年金係

MUS04
テキストボックス
11月6日から11月12日は　年金週間です
国民年金から　明日のあなたを考えて　年金はあなたが主人公です

MUS04
スタンプ
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た
あ
と
、 

さ
ん
の
脇
で
逆
さ
ま
に

な

っ
て
い
ま
し
た
。
お
び
え
き

っ
た

い
ま
し
た
。
「
お
前
気
持
ち
悪
い
ん
だ

よ
」
、
ガ
タ
ガ
タ
震
え
る 

さ
ん
の
赤

く
は
れ
た
目
か
ら
は
、
涙
が
ボ
ロ
ボ

ロ
流
れ
落
ち
て
い
ま
し
た
。
「言

っ
た

ら
同
じ
だ
ぞ
」
、
と
う
て
い
同
級
生
に

は
見
え
な
い
目
が
急
に
私
た
ち
の
方

を
向
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
と

っ
さ

A
さ
ん
は
必
死
で
あ
と
ず
さ
り
し
て

に
目
を
床
に
ふ
せ
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
視
線
を
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、
さ
っ
き
の
目
が
恐
く
て
そ
の
ま

い
ま
し
た
。
教
室
の
中
で
は
全
然
知

勇気を もって


ひ
き
寄
せ
な
が
ら
、
自
分
の
口
で
や

め
る
よ
う
に
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

あ
る
日
、 

さ
ん
を
元
気
づ
け
よ

う
と
、
女
の
子
た
ち
で
ゲ 

ム
を
す

る
会
に
誘
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
心

を
込
め
て
作

っ
た
招
待
状
を
渡
す
と

何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
よ
う
で
、

お
母
さ
ん
に
「
私
、
み
ん
な
か
ら
誘

わ
れ
た
よ
」
と
言

っ
た
そ
う
で
す
。

、私
た
ち
か
ら
み
れ
ば
た

つ
た

一
言
の

こ
の
言
葉
の
中
に
、
私
た
ち
で
は
想

像
も
つ
か
な
い
程
の
喜
び
が
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

明
る
い
陽
ざ
し
、
さ
わ
や
か
な
初


夏
の
風
、
公
園
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗

っ


た
り
ゲ 

ム
を
し
た
り
、
ベ

ン
チ
に


座

っ
て
色
々
な
話
を
し
ま
し
た
。
学


校
で
は
自
分
の
家
族
の
こ
と
な
ど
全


く
話
さ
な
い 

さ
ん
が
、
に
こ
に
こ


し
な
が
ら
止
め
よ
う
の
な
い
勢
い
で
、


あ
ふ
れ
る
泉
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ


ま
し
た
。
こ
ん
な
に
き
ら
き
ら
輝
い


た 

さ
ん
を
見
た
の
は
初
め
て
で
し


た
。
私
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う


れ
し
か
っ
た
で
す
。

一
年
後
に
い
じ


め
も
な
く
な
り
、 

で
は
あ
の
頃
の


こ
と
が
ま
る
で
う
そ
の
よ
う
で
す
。

健
全
な
体
に
健
全
な
心
が
宿
る
と


い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
通


り
だ
と
障
害
を
も

っ
た
方
は
ど
う
生


き
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
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ま
し
た
。

健
全
な
体
の
人
こ
そ
大
き
な
試
練
を

与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
障
害
を
も

っ

た
人
々
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
本
当
に
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
今
何
を
学
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
人

聞
は
互
い
に
自
分
に
対
す
る
冷
静
で

厳
し
い
目
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
手
助
け
や
組

織
的
な
支
援
が
必
要
な
と
き
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、

手
助
け
し
す
ぎ
る
こ
と
も
な
く
、
常

に
明
日
に
勇
気
を
も

っ
て
人
間
と
し

て
の
力
を
伸
ば
し
て
い
き
な
が
ら
、

共
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
姿
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

は 

さ
ん
と
出
会
う
こ
と
で
、
人
は

自
分
で
自
分
を
奮
い
立
た
せ
良
い
方

向
に
導
く
力
を
も

っ
て
い
る
こ
と
、

人
聞
は
互
い
の
励
ま
し
合
い
に
よ

っ

て
正
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
私
を
別
人
の
よ

う
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
た 

さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ

れ
か
ら
も
障
害
を
も

っ
た
方
の
支
え

に
な
れ
る
生
き
方
を
探
し
て
い
き
ま

す
。
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く

の
人
々
へ
の
そ
れ
が
恩
返
し
で
す
か

い
じ
め
は
休
憩
中
に
も
あ
り
ま
す
。

先
生
に
し
か
ら
れ
た
ば
か
り
の
男
の

子
が 

さ
ん
に
近
づ
き
ざ
ま
、
「
お
前

を
み
て
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
ん
だ
よ
」

と
言
っ
た
か
と
思
う
と
、
急
に
右
手

を
こ
ぶ
し
に
握
り
、
ボ
コ
ッ
と
お
腹

を
な
ぐ
り
つ
け
ま
し
た
。
と
た
ん
に

さ
ん
は
こ
・
三
歩
後
退
し
た
か
と

思
う
と
、
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
込
み

ま
し
た
。
周
り
で
は
楽
し
そ
う
に
数

名
の
男
の
子
が
「
も
っ
と
や
れ
よ
」

と
は
や
し
た
て
、
入
り
口
の
ド
ア
の

所
に
は
、
別
の
男
の
子
が
か
す
か
に

笑
い
な
が
ら
廊
下
の
見
張
り
を
し
て 

ら
ん
顔
を
し
て
遊
ん
で
い
る
男
の
子

も
い
ま
す
。 

さ
ん
は
、
こ
の
世
の

す
べ
て
の
不
幸
を
一
人
で
背
負
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
背
を
大
き
く
ま

る
め
て
、
首
か
ら
先
だ
け
男
の
子
の

方
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。
私
は
お

ど
さ
れ
る
ま
ま
に
、
い
つ
も
見
て
い

る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
自
分
が
本
当
に
情
け
な
か

っ

た
け
ど
と
に
か
く
怖
か

っ
た
で
す
。

で
も
私
に
と

っ
て
一
番
怖
か

っ
た
の

は、 

さ
ん
の
う
つ
ろ
で
あ
き
ら
め

き

っ
た
目
で
見
つ
め
ら
れ
る
こ
と
で

し
た
。

い
じ
め
が
始
ま
っ
て
か
ら
少
し
た


っ
た
頃
、
ど
う
し
て
も
い
た
た
ま
れ


な
く
な

っ
た
女
の
子
た
ち
が
集
ま

っ


て
相
談
し
ま
し
た
。 

考
え
て
み
る


と
、
集
ま

っ
た
女
の
子
た
ち
は 

さ


ん
を
救
う
の
が
目
的
で
し
た
が
、
各


々
に
自
分
と
戦
お
う
と
し
て
い
た
の
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回

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
だ
と

自
分
た
ち
も
い
じ
め
を
認
め
て
い
る

h

一
人
に
す
、
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

り
。意

見
は
す
ぐ
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

A

私
た
ち
は
一
生
懸
命 

さ
ん
を
守
り

ま
し
た
。
必
死
で
励
ま
し
ま
し
た
。

さ
ん
も
少
し
ず
つ
私
た
ち
と
話
す

よ
う
に
な
り
、
特
に
私
は
他
の
女
の

子
よ
り
仲
良
く
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

い
じ
め
の
場
面
で
は
、

さ
ん
は
私
の
服
を
も
の
す
ご
い
力
で

ま
黙
っ
て
い
ま
し
た
。
「
と
め
た
方
が
、

と
め
よ
う
、
と
め
な
け
れ
ば
:
::」

と
思
い
な
が
ら
も
、
長
い
長
い
時
聞

が
す
ぎ
る
の
を
じ

っ
と
待

っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、 

A
さ
ん
は
い

つ
も
ト
イ
レ
に
隠
れ
る
よ
う
に
な
り

「
や
め
な
さ
い
よ
。
」

そ
う
言
っ
た
あ
と
、
私
は
知
ら
な

い
う
ち
に
少
し
震
え
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

私
が
小
学
校
の
高
学
年
に
な
っ
た

頃、 

さ
ん
へ
の
い
じ
め
は
始
ま
り

ま
し
た
。 

さ
ん
は
身
体
の
筋
肉
が

弱
く
て
、
何
を
す
る
に
し
て
も
他
の

人
よ
り
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
人
で
し

た
。晩

秋
の
肌
寒
い
放
課
後
、
人
も
ほ

と
ん
ど
帰
っ
て
し
ま
っ
た
教
室
に
、

ガ
タ
ッ
ー
と
い
う
と
ん
で
も
な
く
大

き
な
音
が
響
き
ま
し
た
。
投
げ
つ
け

ら
れ
た
イ
ス
は
机
の
脚
に
ぶ
つ
か
っ

(全
国
・
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス

ト
作
文
集
か
ら
)

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ

MUS04
スタンプ
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力
発
電
所

進
旭
国
列
挙
会
参
加
者
募
集

相談内容 交通事故，公害，金銭貸借，借地，借家，家事，

登記，戸籍，人権など法律上の問題全般

②日 時 平成� 7年10月12日(木) 午前� 10時~午後� 3時

場� 所 徳島地方(家庭)裁判所阿南支部

四
十
名
(
参
加
希
望
人
数
が
四
十

名
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
)

参
加
費
用

無
料

参
加
費
用
(
日
程
費
用
分
)
は
町

(
徳
島
県
重
要
電
源
等
立
地
推
進
対

策
補
助
金
)
が
負
担
し
ま
す
。

申
し
込
み

募
集
人
員

V V V
平
成
七
年
十
月
二
十
日
(
必
着
)
ま

で
に
官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
勝
浦
町
企
画
開
発
課
九
勝
浦
町

大
字
久
国
勝
浦
町
役
場
)
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

勝
浦
町
で
は
、
平
成
四
年
度
か
ら

V

県
補
助
金
(
徳
島
県
重
要
電
源
等
立

地
推
進
対
策
補
助
金
)
で
竹
原
火
力

発
電
所
へ
の
見
学
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
次
の
と
お
り
先
進

そ

の

他

地
見
学
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

当
選
者
に
は
、
そ
の
他
詳
細
を
ご

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

日

時

連
絡
い
た
し
ま
す
。

行
政
相
談
週
間
に
あ
た


徳
島
行
政
監
察
事
務
所


行
政
相
談
委
員


中

村

芳

生

参
加
予
定
機
関

徳
島
行
政
監
察
事
務
所
行
政
相
談
官

行
政
相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員

主
な
相
談
内
容

道
路

(
道
路
標
識
の
見
直
し
、

凹

凸
の
解
消
)
、
輸
送
機
関
(
乗
り
継
ぎ

時
間
の
調
整
、
時
刻
表
等
の
表
示
)
、

病
院
(
食
事
時
間
の
改
善
、
待
ち
時

間
の
表
示
)
、
申
請
窓
口
の
応
対
、
登

記
、
農
林
水
産
、
商
工
、
福
祉
、
年

金
、
社
会
教
育
、
郵
便
な
ど
。

詳
し
く
は
勝
浦
町
企
画
開
発
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

、

宮
二
|
二
五
一
一
(
内
線
六
九
)

十
月
十
五
日
制
か
ら
二
十
一
日
国

ま
で
の
一
週
間
は
、
「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。行

政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
行

政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全

国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

徳
島
行
政
監
察
事
務
所
と
地
元
行
政

相
談
委
員
が
主
催
し
て
、
次
の
と
お

り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
現
在
「
さ
わ
や
か

行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
け
付
け

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

貴
行
政
相
談
所

平
成
七
年

十
一
月
十
三
日
開

1
十
四
日
例

V
午
前
七
時
三
十
分
出
発
(
予
定
)

見

学

先

竹
原
火
力
発
電
所

(
広
島
県
竹
原
市
忠
海
町
西
長
浜
)

V
参
加
資
格

勝
浦
町
内
に
在
住
の
方
で
、
今
ま

で
に
竹
原
火
力
発
電
所
先
進
地
見
学

会
(
県
主
催
も
含
む
)
に
参
加
を
し
て

い
な
い
方
(
幼
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
) 

平
成
七
年
十
月
十
三
日
働

午
前
十
時 

午
後
三
時

時
日

回

(2

(3

) 

場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

10月� 日は「法の目」
 
10月1日は� r法の日」です。「法まもる心が築くよい社

会」という標語のとおり，この日は，国を挙げて法の尊重，

基本的人権の携護，社会秩序の確立の精神を高めるための

日と定められ，更にこの趣旨の徹底を図るため，� 10月1日

からの� 1週間を「法の日」週間として全国各地で種々の行

事が行われます。徳島においても，裁判所，検察庁，弁護

士会が合同で次の行事を実施しますので， :f:J'気軽にご利用

各種行事� 

(1) 無料法律相談所の開設

①日 時平成�  7年10月� 6日働午前10時~午後� 3時

場 所徳島市徳島町一丁目� 5番地

徳島地方(家庭)裁判所電話0884-52-3141

(阿南市富岡町西池田口� 1-1) 電話0884-22-0148

相談内容 交通事故，公害，金銭貸借，借地，借家，家事

など法律上の問題全般

講師の派遣� 

PTA，婦人会など各種の団体から講話等希望があれ

いつでもお気軽にお出でください。

団体の場合は，あらかじめご連絡ください。

ば，講師を派遣します。� 

) 裁判所の見学，裁判の傍聴

MUS04
テキストボックス
竹原火力発電所
先進地見学会参加者募集

MUS04
スタンプ
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l

l

庫
の
充
実
運
動

今
、
読
書
週
間
に
あ
た
り
こ
の
松
陰

詩
稿
を
想
う
時
、
青
少
年
の
読
書
の
意

義
を
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
の
青
少
年
の
聞
に

青
少
年
に
読
書
を
す
す
め
る
運
動 

は
、
「
千
秋
の
人
」
(
後
世
に
名
を
残

読
書
グ
ル
ー
プ
の
結
成
促
進
運
動 

す
人
)
に
な
る
こ
と
を
望
む
人
は
少

家
庭
文
庫
、
地
域
文
庫
、
職
場
文

な
く
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
立
派
な
人

物
に
な
れ

っ
こ
な
い
と
自
分
を
過
小

評
価
し
、
努
力
の
前
に
諦
め
る
か
、

あ
る
い
は
、
そ
の
日
そ
の
日
が
楽
し

く
す
ご
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
切
那
的

な
欲
望
に
自
己
を
失
っ
て
い
る
青
少

年
が
い
る
こ
と
を
憂
え
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

豊
か
な
知
識
と
広
い
見
識
を
修
得

し
、
有
意
義
な
人
生
を
送
る
た
め
万

巻
の
書
を
読
む
こ
と
は
不
可
能
で
も
、

一
度
図
書
館
に
も
足
を
運
ば
れ
、

手
近
な
書
物
か
ら
読
書
に
親
し
ま
れ

る
こ
と
を
読
書
週
間
を
迎
え
る
に
あ

た
り
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

新

刊

紹

介

ソ
フ
ィ 

の
世
界 

・
ゴ
ル
デ
ル

パ

ラ

サ

イ

ト

イ

ブ

瀬

名

秀

明


連

如

五

木

寛

之


こ
ん
な
日
本
に
誰
が
し
た永

沢

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の

ガ
キ
の
使
い
や
あ
ら
へ
ん
で

天

使

の

牙

大

沢

在
昌

パ
ソ
コ
ン
を
ど
う
使
う
か諏

訪

イ 

ハ
ト 

ブ
の
幽
霊

内
田

康
夫

今
月
初
日
ま
で


木
彫
り
・
ち
ぎ
り
絵
展


す
で
に
九
月
号
図
書
館
、
だ
よ
り
や
、

徳
島
新
聞
、
四
国
放
送
な
ど
で
ご
周

知
の
木
彫
り
・
ち
ぎ
り
絵
展
も
今
月

邦
夫

読
者
週
岡
じ
よ
ぜ
て

-

期

間

十
月
二
十
七
日

1
十
一
月
九
日

・
テ 

二
十
日
を
も
っ
て
閉
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
町
外
の
方
々
も
多
数
ご

来
館
く
だ
さ
り
、
ご
好
評
を
賜
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
郷
土
資
料
展
示
室
に
は
連
合

艦
隊
司
令
長
官
、
山
本
五
十
六
の
書

や
徳
島
空
襲
に
投
下
さ
れ
た
焼
夷
弾
、

軍
隊
手
帳
を
は
じ
め
太
平
洋
戦
争
の

品
々
を
陳
列
い
た
し
て
い
ま
す
の
で

行
事
と
休
館
日

女
木
彫
り
・
ち
ぎ
り
絵
展

i
m
月
初
日
ま
で

女
土
曜
子
ど
も
映
画
会

今
月
は
中
止
し
ま
す
。

第
四
十
九
回
読
書
週
間
に
つ
い
て
、

l

期
日
及
、
び
テ 

マ
が
前
述
の
と
お
り

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
青
少
年
の
読
書

離
れ
が
全
国
的
に
問
題
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
青
少
年
に
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
政
の
大
獄
で
斬
首
さ
れ
た
吉
田
松

陰
が
松
下
村
塾
の
塾
生
に
与
え
た
松

陰
詩
稿
に
、
「
万
巻
の
書
を
読
む
に
あ

ら
ざ
る
よ
り
は
、
い
ず
く
ん
ぞ
千
秋

の
人
た
る
を
得
ん
。
一
己
の
労
を
軽

ん
ず
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、

い
ず

く
ん
ぞ
兆
民
の
安
き
を
致
す
を
得
ん
」

(
沢
山
の
書
物
を
読
ま
な
け
れ
ば
後

世
に
名
を
残
す
人
に
は
な
れ
な
い
。

労
力
を
惜
し
む
よ
う
で
は
多
く
の
人

々
を
幸
せ
に
で
き
な
い
)
と
読
書
の

意
義
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
松

陰
の
教
え
に
従
っ
た
塾
生
に
よ
り
、
明

治
維
新
は
達
成
さ
れ
後
世
に
そ
の
名

を
残
し
ま
し
た
。

ビデオ .CD 

ご利用ください 

0無料  

O貸出し期間  1週間  

0一軒(こ 2本

-大人用ビデオ紹介

ノfックトゥザ、フューチャ一

風と共に去りぬ

エイリアン

嵐が丘

逃亡者

ダンスウイズウルブズ

アンタッチャブル

天使にラブソングを

徳川家康

釣り(アユ・チヌ ・グレ・アマコ7
他 380本

-子ども用ビデオ 500本 

.CD 

歌謡曲美空ひばり他  216本

a ちぎり絵 「姫路械」

9
月
刊
日

図
書
館

2
階

-
岡
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

お
日

*
休
館
日 

2
日
・ 

9
日

・
日
日
・
お
日

・

初
日

・
出
日 

A ちぎり絵 「ぼたん」 困 

クラシック バッハ他96本

ジャズ 39本

ポップス ビートルズ他72本

その他 童謡，クリスマスソング

他 72本

MUS04
テキストボックス
図書館だより
読書週間によせて

MUS04
スタンプ
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¥

肩
書
き
が
出
来
た
恵
子
の
名
刺
で
す

ム
瀬

中

田

万

里

f

日
周
臨
『
窃
回
目
ω問
自
国
自
白
周
回
』


山
B

か
、
忙
し
い
事
業
主
の
た
め
に
事

務
を
代
行
す
る
「
労
働
保
険
事
務
組

合
」
も
あ
り
ま
す
。

て
い
る
保
険
制
度
で
あ
り
、
労
働
者

詳
し
く
は
、

職
場
の
笑
顔
」
�
 

を

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
心
ず
加
入
手
続
を
す
る
こ
と
が

-
川

柳
「水
」

水
加
減
姑
に
あ
わ
せ
た
炊
飯
器

横

瀬

桜

木

千

代

せ
っ
か
く
の
恋
も
他
人
が
水
を
さ
す

中

山

谷

尻

笑

山

水
は
ね
た
ダ
ン
プ
に
怒
り
届
か
な
い

棚

野

内

谷

凡

石

名
水
で
お
茶
の
一
服
ひ
と
休
み

横

瀬

錦

内

常

一

水
々
し
さ
の
増
し
て
わ
が
娘
も
二
十

歳

で

す

棚

野

島

つ

と

む

古
里
の
水
は
や
っ
ぱ
り
懐
か
し
い

「書

く

」
沼
江
駒
津
こ
つ
ゆ

肩
書
き
は
な
い
が
皆
が
慕
う
人


中
山
山
下
ふ
さ
を


ワ
ー
プ
ロ
の
時
代
に
筆
が
達
者
で
す


中

山

倉

橋

加

辻


言
葉
で
は
丑
一
守
え
ぬ
思
い
を
文
に
書
く


久

国

美

馬

真

由


筆
書
き
も
鮮
や
か
友
の
年
賀
状


沼
江
真
木
し
げ
お


蛙
鳴
く
�
 日
も
無
事
と
日
記
書
く


立
川

岩
本
よ
し
お

終
着
駅
見
え
て
も
自
分
史
ま
だ
書
け

ぬ

棚

野

穏

台

綾

香
典
を
書
く
だ
け
の
墨
正
座
す
る

生

名

丸

山

香

月

�

 
追
信
に
書
刊
で
あ
る
の
が
本
音
だ
ろ

一

立

川

前

田

千

恵

曲

「雑

誌

」
�
 

.
閣

労
働
保
険
加
入
で
広
が
る

徳
島
県
雇
用
保
険
課

時
々
は
転
げ
出
て
く
る
土
地
な
ま
り

曲

八
八
六
)
二

一
|
二
三
六

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

個圃

労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
労
働
基
準
局

土
地
な
ま
り
そ
の
ま
ま
嫁
に
も

っ
て

圃園
災
保
険
の
二
つ
の
保
険
を
総
称
し
た
本
年
も
十
月
を
「
労
働
保
険
適
用

行

く

久

国

小

林

つ

る

おL

由

健
や
か
な
老
後
へ
白
い
靴
二
足

闘
も
の
で
す
。
こ
の
労
働
保
険
は
安
心
促
進
月
間
」
と
定
め
、
広
報
活
動
を

横

瀬

日

下

美

里

聞
事
業
経
営
の
う
え
か
ら
も
欠
か
す
こ
未
手
続
事
業
主
は
、
今
す
ぐ
手
続
し

疑
い
は
晴
れ
る
ま
で
待
つ
気
の
長
さ

曲幅
と
の
で
き
な
い
、
国
が
直
接
運
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
が
面
倒
で
あ
る
と

棚

野

殿

川

早
苗

一

灯
の
消
え
た
様
に
娘
は
嫁
に
行
く

ゆ

横

瀬

谷

酔

参

一

(

テ
�
 )(
口
�
 )
・
(
ゲ
�
 )
(
リ

)ヘ
ラ
�
 )
を

汗
吸
う
た
土
地
は
だ
ん
だ
ん
肥
え
て

ゆ
�
 /
-

川
¥

/

4
¥

/川
l

.
¥

く

る

棚

野

田

中

思
葦

一

¥
/
h

(
O

(
O

4
4
4
司

叩
�
 

H

A
7

V

O
|
O

O

由
し
て
働
け
る
職
場
守
つ
く
り
と
安
定
し
た
集
中
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

業
安
定
所
)
・各
労
働
基
準
監
督
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

根

絶

し

よ

う

ノ

様
方
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ

こ
で
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

皆
様
方
の
ま
わ
り
で

※

一
句
鑑
賞

昼
間
で
も
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
、

出
入
り
の
際
に
、
周
囲
を
異
常
に

O O

-
嫁
と
飲
む
お
茶
が
お
い
し
く
な
り

一
�
 

桜

木

千

代

田

〈
評
〉
消
費
時
代
と
は
言
え
、
生
活

一

部
屋
の
中
が
見
え
な
い
よ
う
に
し

A
P
E
C
大
阪
会
議
に
向
け
た

過
激
派
対
策
の
お
願
い

る
国
際
会
議
で
す
。

我
が
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

会
議
に
は
、
米
国
、
中
国
、
韓
国
を

は
じ
め
十
八
の
国
と
地
域
か
ら
首
脳
及

び
閣
僚
が
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
過
激
派

は
�
 米
日
帝
の
ア
ジ
ア
侵
略
と
争
闘

戦
の
場
内
な
ど
と
位
置
付
け
、
会
議

を
実
力
で
粉
砕
す
る
と
主
張
、
テ
ロ

・
ゲ
リ
ラ
を
敢
行
す
る
お
そ
れ
が
強


ま
っ
て
い
ま
す
。
テ
ロ

・
ゲ
リ
ラ
が


人
命
、
圏
内
治
安
、
国
際
社
会
等
に


与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の


が
あ
り
ま
す
。

過
激
派
(
極
左
)
一

一
�
 番


警
察
で
は
、
過
激
派
の
検
挙
と
秘

八
八
六
�
 

密
ア
ジ
ト
や
武
器
工
場
等
の
発
見

・

摘
発
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ

告
二
�
 

で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
住
民
の
皆

て
い
る
�
 

に
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
ケ
チ
根

一

十
一
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で

性
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

川
柳

一
の
四
日
間
、
大
阪
西
の
丸
庭
園
内
会

の
作
句
に
お
い
て
は
、
無
駄
な
も
の

一
議
場
を
主
会
場
と
し
て
「
第
七
回
�
 

気
に
す
る
�
 

A

こ
・
え
る
�
 

T
E
L

l

⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧


閣

宮

二
�
 

V

O

八
八
六
)
五
二
|
九

一
四
一

及
、
び
、
各
ハ
ロ
�
 
ワ
�
 ク
�
 
(公
共
職

l

l
二
五
|
九
一
一

O
l

O
 固

夜
間
に
金
属
音
の
よ
う
な
音
が
聞

夜
遅
く
室
内
に
「
資
材
」
(
鉄
の

O O

は
一
切
斬
り
捨
て
る
勇
気
、
す
な
わ

一
P
E

ち
思
い
切
り
の
よ
さ
が
要
求
さ
れ
る
。

倒

C
大
阪
会
議
」
(
ア
ジ
ア
太
平
洋

こ
の
句
は
無
駄
が
あ
り
そ
う
で
、
ど

帽

れ
も
斬
り
捨
て
ら
れ
な
い
日
常
茶
飯

畑 閣
経
済
協
力
閣
僚
会
議
)
が
開
催
さ
れ

掴
ま
す
。
�
 A
P
E
C
大
阪
会
議
は
、

一

園
九
八
九
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相

事
の
言
葉
を
使
っ
て
い
て
、

川
柳
だ

曲

(
当
時
)
が
、
世
界
の
成
長
セ
ン
タ

な
と
納
得
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

一閣
�
 た
る
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
の
持

た

ま

ら

な

い

。

〈

院

潮

〉

由

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

ヱ


二
|
四
五
八
三


十
月
五
日
締
切
り
俳
句
一

人
二
句

士
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人
一
首

筒
等
)
を
搬
入
し
て
い
る

な
ど
の
よ
う
に
、
少
し
で
も
「
変
だ

な
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
警
察
署
や
交
番
・
駐
在
所

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
続
的
な
経
済
発
展
及
び
聞
か
れ
た
地

一
域
協
力
の
モ
デ
ル
の
掲
示
を
目
的
と

〈通
報
先
〉
�
 

一
し
て
、
本
地
域
の
経
済
問
題
に
関
し

…
閣
受
議
の
開
催
を
含
む
、
よ
り
制
度
�
 

…
的
な
協
議
シ
ス
テ
ム
の
創
設
を
提
案
、

同
年
以
降
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
て
い

小
松
島
警
察
署

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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スタンプ



八
月
二
十
七
日
側
、
町

P
T
A
連

，Fたl
u

a
Hな 様でれ疲お暑A

 

月
1
1
7
日

|

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
勝
中
チ
ー

ム
が
惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
た
も
の

の
準
優
勝
に
輝
き
、
ま
た
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
は
生
小
チ
�
 ム
が
第
三
位

l

に
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃


軽
ト
ラ
ッ
ク
七
台
分
の
あ
き
缶
集
ま
る
/

勝
浦
町
�
 
P
T
A

絡
協
議
会
主
催
の
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
午
前
八
時
か
ら
二
時
間
、
町

内
の
小
・
中
・
高
各
学
校
の
�
 
P
T
A

会
員
親
子
八
百
名
が
参
加
し
、
猛
暑

の
中
、
各
学
校
の
通
学
路
の
空
き
缶

・
�
 ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
七
台

分
の
空
き
缶
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
町
内
美
化
保

全
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た
親
子

猛
暑
の
な
か
、
各
試
合
で
活
躍
さ

れ
た
選
手
の
方
々
、
応
援
さ
れ
た
方

々
、
お
世
話
さ
れ
た
先
生

・
役
員
の

皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

が
社
会
生
活
環
境
の
美
化
と
す
ば
ら

し
い
自
然
の
中
に
生
き
る
大
切
さ
を

自
覚
し
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の

た
め
に

P
T
A
が
主
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
町
民
の
皆
様
も
空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
な
ど
の
な
い
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら

町
の
美
化
意
識
の
高
揚
が
図
れ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暑
い
な
か
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
国
道
路
標
識
週
間
�
 皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
場
と

を
開
放
し
て

B
o
x
u

道
路
標
識
に
対
し
ド
ラ
イ
バ
ー
の

標
識

し
て
�
 

い
ま
す
。
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま

-
m

H

す
。
�
 

¥一

J

A

(

ょ
・
つ
/

¥」

し
た
ら
�
 標
識

H

十
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
聞
は
、

全
国
道
路
標
識
週
間
で
す
。

道
路
標
識
は
、
道
路
を
安
全
、
円

滑
快
適
に
利
用
す
る
た
め
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

出
合
い
、
発
見
そ
し
て
感
動

車
で
の
い
い
旅
は
、
各
地
の
道
路

一
報
く
だ
さ
る
か
、
役
場
建
設
課
ま

た
は
徳
島
県
道
路
保
全
課
�
 
八
八

(
O

六
|
一
一
一
|
二
五
四
九
)
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

バ
イ
ク
は
、
自
賠
責
保
険
(
共
済
)

の
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

も
よ
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
底
、
�
 

標
識
�
 
ρ

道
し
る
べ
�
 

「何よりも確かなおまもり自賠責� l 

」バイクに必ず自賠責保険を(共済)~

H

か
ら
始
ま
り
ま

小
さ
な
バ
イ
ク

だ
か
ら
と
い

っ
て、

油
断
は
禁
物
。
無

保
険
�
 
(無
共
済
)

で
死
亡
事
故
で
も

起
こ
し
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
大
変
で
す
。

バ
イ
ク
に
も
自

賠
責
保
険
(
共
済
)

へ
の
加
入
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
無
保

険
(
無
共
済
)
で
走

る
と
、
六
ヶ
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は

五
万
円
以
下
の
罰

金
、
さ
ら
に
違
反

点
数
六
点
と
な
り
、

免
許
停
止
処
分
と

な
り
ま
す
。

農
協
)
へ
ど
う
ぞ
。

※
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し

交通事故相談日

た ム出ムレ生ボ中、 まおがロ�  A(日)

徳島県PTA連合会
南部ブロック球技大会

準優勝勝中ソフトボールチーム

第3位 生比奈バレーポールチーム

共場各�  l小� l上勝 しい日ツ連に
健し二ボ ・ル勝浦こたて和ク合徳八
閥、チ�  l横チ東郡の 。開 佐 球 会島月
し各|ル小|ソか大 催高技南県二
まチムチのムフら会 さ校大部�  P十
し� lが� lパとト勝に れに会ブ�  T 日

....見事準優勝の勝中ソフトポールチーム

....第3位とな った生小バレーボールチーム.... rここにも落ちてる /J

A 集まったあき缶やビン

B
O
X
H
に
よ
り
ご

-日時 10月25日附

・

回

場所 小松島中央会館

・時間

午前10時から午後 4時まで

(受付時間 午後 3時まで)

・相談員 相田伸夫�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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回

月
の
あ
き
缶
回
収
日

|
←

各
地
区
の
廃
棄
物
減
量
化
推
進
委

員
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

廃
棄
物
の
再
利
用
、
資
源
化
に
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
月
の
回
収
日
は
、
次
の
表
の
地

区
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
分
け
れ
ば
資
源

・
ま
ぜ
れ
ば
ゴ

ミ
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
町
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
き
缶
を
ア
ル
ミ
缶
・

ス
チ
ー
ル
缶
に
分
別
し
、
ゴ
ミ
の
資

源
化
、
減
量
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
分
別
が
十
分
で
き
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
焼
却
場
で
は
、

手
作
業
で
分
別
す
る
た
め
、
危
険
で

時
間
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

町
指
定
の
白
色
の
袋
に
、
次
の
と
お 

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

.
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
の
分
別

を
完
全
に
。

-
飲
み
物
の
残
り
や
土
を
除
く
。

-
袋
の
ヒ
モ
は
解
け
や
す
い
よ
う
、

ト
ン
ボ
結
び
に
し
な
い
よ
う
に
。

(70月あき缶回収日程表

益2五ん d k d J会ミ ゴい
す』物�  J ンラと 用のきラ矧ヌヨ ー� d 
守 三や 類スも袋でいス・し�  -
つ 乙蛍 がピのに、袋・鉄て 、� 
て と光 リ ンや入積にピ類お rバ、� I 
く 書管 サの か れ み 入 ン 願� Uノ む
だ いな イ中らで降れ類 い� _--t " 
さ でど クにつくしる し メ旨-r� ji 

ル混類だに ま ノ..，.� I

oiij521 て� mlf 
J せ、 す あ �  

-~-' 

10月は犬害防止月間です ;


回収日 地区 士易 所

第

一
月

曜

日

(2日)

石原

沼江

掛谷

山西�  

中角

イン

桜 建 設 事 務 戸万

沼 江 集� ~、 所

控ト /.口t、l 集� Azz、 所 前
J A生比 奈支所保冷庫前
(男毛棺古書式埋食先易」二り 口 )

農 ネす 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェンス 横

第

月
曜
日

(9日)

今山

黒岩

星谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口(小屋の横)

川口氏宅の貯蔵庫 前

消 防 圭ロ士口 所 横

第

一
月

曜

日

(16日)

生名

ク

久国

棚野

イシ

ク

東 林 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集� dzkz 所 裏

河川敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側�  

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

(23日)

横瀬
。
ク

イシ

。
与川内

坂本

イシ

前 11J 集� izkz 所

勝浦郡農協本所

広 瀬 宅 東

小倉新平宅前三 叉 路

|日 農 ↑品 島か 地

勝浦郡農協与川内出張所�  

勝浦郡農協坂本事業所横

消 防 舌ロ土ロ 所 横� 

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
か
み

つ
か
れ
た
り
し

て
被
害
を
受
け
て
い
る
人

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
飼
い
犬
が
人
に
か
み
つ

④

き
、
被
害
を
与
え
た
場
合

に
は
、

飼
い
主
の
責
任
と

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。

②
散
歩
は
つ
な
い
で
行

ぃ
、
フ
ン
の
後
始
末
等
、

マ
ナ
ー
を
守
る
。

③
犬
を
捨
て
な
い
。
飼

い
犬
が
不
要
と
な
っ
た

場
合
や
小
犬
が
生
ま
れ
家
で
飼
え

⑤
補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行

つ

な
い
場
合
は
、
毎
月
広
報
で
ム
お
知

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
せ
し
て
い
る
引
き
取
り
日
に
持

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。 

し
く
だ
さ
い
。

野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
お

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

(
二
|
二
五
一
一
)
で
受
け
付
け
て

絡
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。

不用犬の

引き取り日

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

10月4日体)� 

10月18日体)� 

MUS04
テキストボックス
廃棄物の再利用・資源化
10月のあき缶回収日
10月のあき缶回収日程表

MUS04
テキストボックス
守ってください
燃えないゴミの分別

MUS04
テキストボックス
10月は犬害防止月間です

MUS04
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10月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日� H翠 内 壬n句士 受付時間 場 所 女サ 象 者 持参するもの他� 

2 月 中山集会所�  

満30歳以上の女性と一般住民 健康手帳

3 火 久国集会所

4 71< 
骨粗転症予防健康教室と� 

9 :00~ 14:00 坂本集会所

5 木
健 康 本目 三ロ，κk 

中角集会所�  

6 金 勝浦会館

11 71< 
百日咳，ジフテリア，破傷風

三種混合予防接種
13:30~ 15:00 

農村環境改善� 

センター�  

生後� 3 ~90月
• 1期初回・・・生後� 3 ~12月ま 
でに� 3回接種

• 1期追加…� l期初回接種後

12~ 18月後に 1 回f妾手重 

予診票

予防接種手帳

母子手帳� 

12 木 健 康 キ目 百炎� 13:30~ 15:00 棚野集会所 自主 住 民 健康手帳� 

13 金 幼児 健 康 診 査 �  13:30~ 14:30 勝浦病院�  H 5. 5 . 1 -10. 31までに
生まれた子�  母子手帳

17 火 健 康 キ目 z日f火慌� 13:30~ 15:00 今山交流館 一 自主� f主 民 健康手帳

18 71< 
百日咳，ジフテリア，破傷風

コ種混 合 予 防 接 種
13:30~ 15:00 

農村環境改善� 

センター�  

生後� 3 ~90月
• 1期初回・・・生後� 3 ~ 12月ま 
でに� 3回接種

• 1期追加…� 1期初回接種後
12~ 18月後に 1 回接種 

予診票

予防接種手帳

母子手帳� 

19 木 健 康 本目 日炎� 13:30~ 15 : 00 横瀬集会所 一 自主 {主 民 健康手帳� 

20 金
乳児健康診査と�  
離乳 食 講 習 会

13:30~ 14 : 30 
農村環境改善� 
センター

H 7. 2. 1 ~ 8 . 31までに

生まれた子� 
母子手帳

23 月 生名センター
一 自立 住 民 健康手帳� 

24 火
健 康 キ目 きログ~丈5 9 :30~11 :00 

掛谷集会所�  

25 71< 
結核巡回検診 思IJ 紙 日リ 紙� 19歳以上の 一般住民 料金無料� 

26 木� 

28 土 第� 5回健康，福祉まつり� 10:00~ 
農村環境改善
センター�  自主 住 民

基本診査， 婦人がん検診日程表

期 間 平成 7 年1 0月 2 日 ~11 月 30 日

基本診査が受診
できる医療機関

赤岩医院 湯浅医院 山西医院 勝浦病院

時 間
月・火・木・金は
午後� 6時30分まで
水・土は午前中

月・火・木・金は
午後� 5時まで
水・土は午後� 3時まで

月~土
ただし午前中
のみ

水・木の午後

内 旬廿、
身体測定，尿検査，血圧測定，心電図検査
血液検査(コレステロール，中性脂肪，肝機能，貧血，血糖，腎機能)
眼底検査(勝浦病院のみ)

婦人がん検診が
受診できる医療
機関

山西医院(子宮，宇Ln車)
基本診査の時間と閉じ

勝浦病院(乳腺)
71'<・木・金(ただし，木は午後のみ)

料 金

基本診査…・・・無料 子宮がん検診……頚部� 1，500円
乳腺……600円 ，2と体部11頚音� 200円
(ただし満70歳以上の方及び市町村長税非諜税世帯の方l酬です。)
受診の際お申し出ください。

基
本
診
査
、
婦
人
が
ん
検
診
を


ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
ヘ


高
齢
化
と
と
も
に
増
加
す
る
成
人
病
対
策

の
一
環
と
し
て
、
勝
浦
町
で
は
六
月
か
ら
九

月
ま
で
の
問
、
愛
育
班
と
連
携
の
も
と
総
合

健
診
(
基
本
健
診
、
胃
、
結
核
、
肺
が
ん
等
)

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
受
診
さ
れ

て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
医
療

機
関
で
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の

期
間
内
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

MUS04
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HEALTHY　LIFE　
みんなの健康

MUS04
スタンプ



---
10 

月

石 原 住 宅� 9 :OO~ 9 :30 

沼江 ， 高田治宅前�  

勝浦郡農協生比奈支所�  

9 :40~10 :10 

10 :20~ 1 0 : 50 

25 

日

メ7入 山 ず入で 流 館� 11 :00~ 11 :30 

勝浦会館駐車場�  11 :40~12 :00 

農村婦 人 の 家 �  13 :00~ 1 3 :30 

水 星谷，小山二コ好宅前�  13 :40~ 14 :10 

生名 ， いちょうの木�  14 :20~ 14 :50 

f生 土暴� 15 :00~ 1 5 :30 

10 

月

26 

日

木

役 場� 9 :00~ 10 :00 

棚野，インテリア勝浦�  

中 山， 消防事務所�  

10 :00~ 1 0 : 30 

10 :40~11 :10 

横瀬， 石木正 一宅横�  11 :20~ 1 2 :00 

与 川 内 ， 新 居 商 店 横 �  13 :OO~13 :30 

与 川 内，山田治宅前�  13 :40~14 :10 

勝浦郡農協坂本出張所�  14 :20~ 14 :50 

坂本，林忠コ宅横�  15 :00~ 1 5 :30 

(保� j 
j健� ;臥

別
第
五
回
健
康
・
福
櫨
ま
つ
り
開
催


;婦; 
iだi 

:よ:

F ¥  

士蕩
J

平
成
七
年
十
月
二
十
八
日
出

高
齢
化
社
会
を
向
え
、
生
活
様
式

の
変
化
等
に
と
も
な
い
町
民
の
方
々

の
保
健
や
福
祉
に
対
す
る
需
要
も
多

様
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
保
健
と
福
祉
に
つ
い
て

考
え
、
理
解
を
深
め
る
と
共
に
連
携

を
図
り
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
守
つ
く
り
を
目

指
し
て
開
催
し
ま
す。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
/

フ口
受付

グ フ ム
9 :00出

来
事
を
、 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

H

12:00 

H

I 

I 

00

，--¥ 

-.wa 

|臼 | 

ト� .... -… 

II!!!!吋 111

一

一
』・--一

一

金
沢
市
内
の
病
室
で
実
際
に
起
こ
っ
た

の
生
と
死
」
(
朝
日
新
聞
社
刊
)
を
基

に
つ
く
ら
れ
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
そ

の
仲
間
た
ち
の
、
奇
跡
の
よ
う
な
心

の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
感
動
作
で
す
。

の
娘
の
関
歪
さ
ん
の
著
作
「
光
の
中

五
十
八
年
か
ら
六
十

一
年
に
か
け
て

つ
ハ
ッ
チ
ン
し
て
/

お
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

(
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
)

勝
浦
映
画
祭
第
二
回
目
は
、
昭
和

田
沼
周
回
窃
府
U
F
8


10:00 関
表彰

10:40 講演

「食と笑顔と心の持ち方」
講師神谷料理研究所々長

神谷信持先生
畳食

12:30 映画「パッチンして/ あ、ばあちゃん」

14:00 健康体操，エアロピクス

15:00 車冬 了
の
実

(あらすじ )
犀川の流れが美しい石川県金沢市。 相談コーナー
北島ひろは，脳血栓で自宅療養中の母ヤスエと
二人で暮らしながら，県の教育センターに勤務
する仕事熱心な教育者。
ある日，ヤスエが全身麻療の発作で倒れ入院す
る。医者からは� 2週間の命と告げられるが，回
復を信じて不眠不休の看護を続けたひろは，過
労のため倒れてしま う。 そんなひろを助けるた
め，ひろのかつての教え子や，看護学生達カf交
代でヤスエの看病をするようになる。やがてそ
の輸は広がり� 1 人以上の仲間たちが，ヤスエの
病室を訪れるよう になった。そしてクリスマス…。
奇跡が起こ った。

上
に
よ
り
結
核
は
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
も
全
国

で
は
約
五
万
人
も
の
結
核
新
患
者
が

出
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
患
者
の
せ
き
や
た
ん
、

く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
飛
び
散
る
結

核
菌
を
吸
い
込
ん
で
感
染
し
ま
す
。

感
染
し
た
か
ら
と
い

っ
て
す
ぐ
に
発

病
す
る
の
で
は
な
く
、
体
の
抵
抗
力

結
核
の
治
療
薬
や
生
活
条
件
の
向

健 康 相 談

介 護相談健
康
福
祉
ま
つ
り

同
時
開
催

ぷ説

巡回胸部レントゲン検診日程表

福祉相 談

が
低
下
し
た
時
に
発
病
し
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
勝
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
必

ず
受
診
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-
結
核
の
五
大
症
状

一
、
せ
き
二
、
た
ん
三
、
血
た
ん

四

、

胸

痛

五
、
発
熱

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
時
は
、
必

ず
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

介
」
一
」
ス 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

勤
労
者
体
育
館

九
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
巡
回
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
、
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

今
年
一
度
も
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
最
寄
り
の
場
所
で
気
軽
に
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
健
康
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。 

-
料
金
:
:
:
無
料 

-
ボ
タ
ン
や
金
具
な
ど
の
つ
い
て
い
な
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

回

MUS04
テキストボックス
保健婦だより　10/28　第五回健康・福祉まつり開催
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テキストボックス
勝浦映画祭パート2
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巡回胸部レントゲン検診
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みだりな転医をひかえよう 休日・深夜・時間外受診を避ける

ちょ っと病気が長びくからと お医者さんは，何もしないよう 休日・深夜・時間外に受診す

いって，次々と転医したり，一 に見えても， じっと病状の動き ると，ふつうの医療費のほかに

つの病気で2人も 3人ものお医 を見つめている場合もあり，決 割泊料金をとられます。やむを

者さんにかかるひとがいます。 して手を抜いているわけではあ 得ない場合は仕方ないとして，

転医すると，初診から始ま っ りません。 こういう場合の受診はなるべく

て，どこも同じような検査を かかっているお医者さんを信 避けるよう心がけまし ょう。

くり返すわけで，医療費の大変 じ，すべてを任せきる態度が治

な無駄づかいにつながる場合が 療の上では必要です。

少なくありません。

¥、e 

4隊 l司心 11\ ，，~津高於断..~.吋ましょ 71
早期に治療すれば，たいてい治ります。

えたときに発病します。 早期発見の手だては健康診断です。

病気につけこまれない抵抗力 健康診断の目的は，� ①自覚しない，

をからだにつけましょう。 潜んでいる病気を発見する，� ②将来，

そのためにはトバランスのと 一定の病気に発展するかもしれない身

れた栄養，適度の運動，充分な 体的条件があるかどうかをチェ ックす

睡眠と休養が何よりt必要です。 ることにあります。

夜ふかしを続けるような不摂生 年に一度(理想的には� 2度)は健康

な生活は抵抗力を落とす元です。 診断をうけたいものです。

からだに抵抗力をつけよう 早期発見を心がけよう

¥一

回

医疲費隊合理的に健おう
医療費は毎年ふえつづけています。医療

費は頭を働かせて合理的に使いまし

病気のほとんどは，からだの むずかしい病気でも，早期に発見し，

生理機能力ず低下し，抵抗力が衰

国保税は，被保険者となった月から課税されます。 

「加入の手続きをしたとき」ではありません。


被伺喚者となる月とは，職j新〉健康伺墳をやめたとき，あるいは他の市区田砕すから転入して住み始めたときなどです。

平成� 6年度

健康優良家庭 

つぎの方々は，保険税を完納されるとともに，

ご家族の健康に留意され，平成6年4月� 1日から

平成7年3月31日までの� 1年間無診療家庭でし

たので，記念品を贈ります。

住所 世帯主氏名 被保険者名

生 名 尾 山 定 由 定由
。 平野 清� I青

黒岩 岸 岡 靖子 靖子
。 '山口l 口 保 美佐江

棚里子 増 田 サトミ 勝二
。 山 田 光 生 光生

立 川 寺井良吉 良吉

中 山 猪谷春男 友之

ペン 羽 瀬 カ ズ エ カズエ

横 瀬 井冗啓羨 啓羨 ・しげ子
。 篠 塚フジエ フジエ

イシ 溝 内正 二 正二 ・千鶴子

坂本 神 田 爽 爽

ィシ 武 田 安 雄 政晴 ・祥昭

イシ 戸 回静夫 静夫 ・ミサ子

ク 宮本澄雄 ンヅコ

住所 世帯 主 氏 名 被保険者名� 

Y召 江 西野フサエ フサエ

掛 谷 山 海公雄 公雄 ・良子

山 西 前田道夫 道夫， ミサヲ

中 角 赤 川 信江 信江
。 勝本恒男 恒男

ク 山上 正一 正人

生 名 石本正秀 都子
。 上回 二 千代 辰哉

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
スタンプ



組
A 
J:l 

り

ノ� 

@一@…@
内科・整形外科が変更になります。
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~ご利用ください~ 

農
村
婦
人
の
家
に
も
ち
切
機
設
置

農
村
婦
人
の
家
に
変
速
機

付
き
の
も
ち
切
機
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

従
来
は
小
物
を
使

っ
て
切

っ
て
い
た
た
め
、
時
間
と
労

力
を
要
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
機
械
の
導
入
に
よ
り
、

型
の
統
一
さ
れ
た
も
ち
が
、

簡
単
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

建
前
用
等
に
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

阿
波
お
ど
り
で
交
流
グ

ヵー

森
林

向
�
 ド

U

，
'''w=uh.

Emb
u
 今月から，

みのはび、台ま

だの造転 地 と をク定
さで林用でも植受ヌさ喜苗
い 、 補 許 農 山林 けギれ 木
。森 助 可 業 林 予 付 等 て

林金証委の定けのい植林の申
勝 組をの�  i員Z 場 地 て苗るZL

合受あ 合がい木方及 込� 

森 ご ら 場 合 行 ま 帳 す 申 杉 、 補 受
林相れのた・ 。し植

へける発

談まは農 、現 込桧を 付
くす、 地 農 況 み ・ 予

組
合

浦
町

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り
と
施
設
慰
問
に
や
っ
弘
連
活
躍

郷
土
を
代
表
す
る
阿
波
踊
り
や

っ

本
連
が
八
月
二
十
六

・
二
十
七
日
大

阪
府
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
茨
木

l

市
に
あ
る
福
祉
施
設
慶
徳
園
で
本
場

の
阿
波
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
寸
こ

れ
な
く
な

っ
た
子
供
た
ち
と
老
人
ホ

叩

，
�
 

れ
は
近
畿
か
つ
う
ら
会
の
倉
越
進
さ

ム
の
施
設
慶
徳
園
で
も
カ
ネ
や
太

一
�
 

ん
�
 (中
山
出
身
)
か
ら
紹
介
い
た
だ

鼓
が
鳴
り
は
じ
め
る
と
、
目
を
み
は

っ

一

き
、
東
山
倍
彦
連
長
が
連
員
に
呼
び

か
け
三
十
名
が
参
加
し
た
も
の
で
す
。

二
十
六
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
夏
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
阿

波
踊
り
で
か
ざ
り
ま
し
た
。
各
国
か

ら
の
留
学
生
は
じ
め
集
ま

っ
た
参
加

者
全
員
の
総
踊
り
で
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
リ
ズ
ム
に
の
り
や
す
い
彼
等
は

汗
び

っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
「
ワ

ン
ダ
フ
ル
」
「
ト
テ
モ
タ
ノ
シ
イ
」
を

叩
・
司
自
，

連
発
し
な
が
ら

一
生
懸
命
踊
り
の
輪

一
，
比
陪
」
司

に
入

っ
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
家
庭
の
事
情
で
育
て
ら
�
 一

‘
.
，

…

v

一

0

固

て
踊
り
を
な
が
め
て
い
た
子
供
た
ち

叩
�
 

や
お
年
寄
も
全
員
が
輪
に
な

っ
て
阿

叩

‘
.
，

波
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

四
軒
一
一
一
“、・

科名 言祈哩R 月 火 水 木 金

内科
午 前

午 後

大喜田医師

平賀院長

平賀院長

大喜 田 医 師

平賀院長

大喜田医師

大喜田医師

新居医師

平賀院長

新居医師

外科
午 前

午 後

小西副院長

。 小西副院長

小 西副院長

。 小西副院長

小西副 院 長

。

整形

外科

午 日IJ

午 後� 

中内医師 高田医師

小児科
a午 前

午 後

河野医師

イシ

戸井 医師

。

た
。
阿
波
踊
り
は
は
じ
め
て
の
子
供

一

4

が
ほ
と
ん
ど
で
「
お
も
し
ろ
か

っ
た」

山

‘
-
，
�
 

「
ま
た
来
て
ほ
し
い
」
ま
た
「
懐

vav
-A
一

く
涙
が
出
ま
し
た
」
と
い
う
お
年
寄

叩
�
 

、
4
・

り
も
い
て
、
連
員
も
暑
さ
を
忘
れ
て

叩

踊
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

〈外来受付時間〉

・内科，外科は午前が� 11時30分まで，午後は 4時30分まで0 

.整形外科は午前11時まで。

・小児科は午前が12時まで，午後は月曜日が3時まで，金曜日は 4時まで

・リハビリは午前が� 11時30分まで，午後は 4時30分まで。

MUS04
テキストボックス
ご利用ください
阿波おどりで交流

MUS04
テキストボックス
森林組合から　苗木の申込み受付

MUS04
テキストボックス
勝浦病院医師診察当番表　
今月から、内科・整形外科が変更になります。

MUS04
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教室名 実 施 日 時 間

陶� τー砂z+z，. 
5 12 19 26 

午後� 7:30~ .木 木 木 木� 

着付け� 
6 20 

午後� 8:OO~ 
金 金

ーコ令~・手
12 19 26 

午後� 7: 30~ 
木 木 木

11 18 25 
午後� 8:OO~踊� り

水� 7]( 7]( 

生け花� 
5 20 

午後� 8:OO~ 
木 金

。ド 句� 9 23 
午後� 8: OO~ 

短歌 月 月

子，-'-習
6 13 20 27 

午後� 7: OO~ 
金 金 金 金� 

12 19 28 木限日 は午後� I1侍

土縦日 は

午後� 6時30分から� 

大正琴
本 木 土

y v-

h
F

大
字
中
角

字
東
山

大
{
子
沼
江

字

一
楽

大
字
三
渓
字
定
岡
桂
木
武
男
(
制
歳
)

大字
国且
谷
全
一 
森
谷
野
上
サ
ダ
コ 
(
肝
歳
)

(
敬
称
略
) 

8
月
刊
日

1
9
月
日
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
西
慶
吾
/
長
男

貴

美

子

¥

龍

上

田

哲

也

ノ

長

男

克

枝

¥

桂

輔 成

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
久
国
字
松
ノ
本

近

藤

久

夫 

(
臼
歳
)

大
字
坂
本
字
稲
原
贋
野
敬
助
(
円
歳
)

大
字
三
渓
字
樫
測
東
田
輝
清
(
幻
歳
)

大
字
星
谷
{
子
宮
原
高
橋
カ
ヲ
ル
(
引
歳
)

大
字
沼
江
字
寺
ノ
岡
福
田
美
保
野
(
幻
歳
)

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

8
月
刊
日

1

9
月
日
日

久
保
ア
サ
エ
さ
ん
(
棚
野
)

近
藤
ト
ヨ
ミ
さ
ん
(
久
国
)

広
野
好
弘
さ
ん
(
坂
本
)

宮

本

博

さ

ん

(

石

原 

)

野
上
サ
ダ
子
さ
ん
(
星
谷
)

匿

名

(

横

瀬 

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(農村環境改善センター) 町民菊花展とお茶会及び木彫レリーフ，

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
開
設
五
周
年
記

念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

町
民
菊
花
展
、
お
茶
会
及

び
木
彫
レ
リ
ー
フ
と
チ
ギ

リ
絵
作
品
展 

(十
月
二
十

日
ま
で
図
書
館
に
て
展
示

中
)
を
開
催
し
ま
す
。

レ
リ
ー
フ

・
チ
ギ
リ
絵

展
は
、
棚
野
出
身
で
現
在

山
口
県
美
祢
市
在
住
の
岡

菊
花
展
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
菊
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
多

数
の
出
展
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
茶
会
で
は
、
裏
千
家
流
石
州
流
の

皆
さ
ん
の
お
点
前
に
よ
る
お
茶
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
岡
さ
ん
ご
夫
妻
の
近
況
、
作

品
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
広
報
九

月
号
の
図
書
館
だ
よ
り
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
図
書
館
で

展
示
期
間
中
に
鑑
賞
で
き
な
い
方
、

ま
た
、

二
度
三
度
と
鑑
賞
な
り
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

-
開
催
日
時

平
成
七
年
十
月
二
十

一
日 
1
二
十
二
日

(
お
茶
会
は
午
前
九
時 
1
午
後
四
時
ま
で 
)A ちぎり絵 「上高地」

-
開
催
場
所

i

改
善
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ 

及
び
相
談
室

・
菊
の
出
展
申
込
期
日

平
成
七
年
十
月
十
日

・
作
品
受
付

平
成
七
年
十
月
二
十
日

※
お
電
話
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
お
預

り
に
伺
い
ま
す
。
(
宮
二
上
ニ三
 

O
O
) 

10月①日 勝浦病院�  2-2555 

10月� 3日 赤岩医院�  2-2006 

10月� 5日 勝浦病院�  2-2555 

10月� 7日 上勝診療所� 6-0302 

10月� 9日 勝浦病院�  2-2555 

10月11日 山西医院�  2-3027 

10月13日 勝浦病院�  2-2555 

10月⑬日 湯浅医 院�  2-2003 

10月17日 勝浦病院�  2-2555 

10月19日 赤岩医 院�  2-2006 

10月21日 勝浦病院�  2-2555 

10月23日 上勝診療所� 6-0302 

10月25日 勝浦病 院�  2-2555 

10月27日 山西医院�  2-3027 

10月⑫日 勝浦病院�  2-2555 

10月31日 湯浅医院�  2-2003 

清
美
氏
ご
夫
妻
の
作
品
、

タ
イ
ホ
ウ
ウ
コ
ン
(
大
芳
右
近
)
・
厚
物

、
)

カ‘ら

固

チギリ絵作品展について

夜間救急 当番表�  勝浦会館10月行事

⑩⑧ 
心配ごと相談

-日時 10月6日樹� 

10月13日倒� 

10月20日(創� 

10月27日(創

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階

(平……りまl
すので，お気軽にお聞い}

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 合わせください。� J 

休日 午後� 7時か ら翌朝� 9時まで� 

MUS04
テキストボックス

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




